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一般質問（要旨）

議
員　

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
を
は
じ
め
と

す
る
最
近
の
大
き
な
災
害
と
犠
牲
者
数

を
鑑
み
た
と
き
、
今
後
の
土
木
行
政
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

国
の
直
轄
事
業
や
国
の
補
助
で

行
う
県
の
河
川
事
業
の
予
算
の
増
額
に

向
け
、
中
央
要
望
な
ど
を
通
し
て
国
に

対
し
て
要
望
し
て
き
た
が
、
今
後
は
、

さ
ら
な
る
予
算
確
保
に
向
け
、
市
町
村

と
連
携
し
、
国
へ
の
働
き
掛
け
を
強
め

る
。
ま
た
、
県
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
で
平
成
三
十
年
に
世
界
湖

沼
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
義

と
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

知
事　

水
質
保
全
対
策
に
役
立
つ
、
世

界
の
新
た
な
知
見
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
水
質
保
全
の
研
究
な
ど
の

成
果
を
発
信
し
、
世
界
各
地
の
水
環
境

の
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
市
民
の
環
境
活
動

を
発
表
す
る
場
を
会
議
に
加
え
、
海
外

で
の
市
民
活
動
の
展
開
を
促
す
と
と
も

に
、
市
民
が
参
加
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
市
民
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

県
産
木
材
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
林
業
関
係
団
体
に
よ
る
独
自
の

産
地
認
証
制
度
を
早
急
に
確
立
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

認
証
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

が
検
討
を
進
め
て
お
り
、
県
で
も
品
質

確
保
の
た
め
の
基
準
を
示
す
な
ど
積
極

的
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
品
質
の
高
い
県
産
木
材
の
供
給
体

制
も
整
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
早
急
な

制
度
の
立
ち
上

げ
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
義

援
金
、
教
育
格

差
の
是
正
な
ど

も
質
問
）

議
員　

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
※
の
解
消
や

幼
保
小
連
携
な
ど
の
就
学
前
教
育
の

充
実
へ
向
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
成
る

就
学
前
教
育
・
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
就
学
前
教
育
の
在
り
方
を

検
討
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
政
策
局
な
ど

と
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
幼
保
小
連
携
に
関
し
て

も
教
員
・
保
育
士
の
合
同
研
修
会
な
ど

で
、
改
善
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、（
仮

称
）
水
郷
筑
波

サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
整
備
、

茨
城
型
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
な
ど
も

質
問
）

議
員　

大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
河
川

の
防
災
対
策
に
必
要
な
資
材
を
十
分
に

備
蓄
し
て
お
く
こ
と
、
関
東
・
東
北
豪

雨
で
決
壊
し
た
宮
戸
川
に
つ
い
て
の
計

画
的
な
治
水
対
策
を
行
う
こ
と
な
ど
が

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

備
蓄
材
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て

備
蓄
材
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
共
有
し

て
い
く
。
宮
戸
川
に
つ
い
て
は
、
堤
防

な
ど
の
調
査
を
進
め
、
結
果
を
踏
ま
え

て
整
備
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

地
方
創
生
は
人
口
減
少
問
題
に

取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
上
で
残
さ
れ
た
数
少
な

い
チ
ャ
ン
ス
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
「
茨
城
創
生
」
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

人
口
減
少
の
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

本
県
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

若
者
や
女
性
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る

茨
城
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

骨
髄
移
植
を
推
進
す
る
た
め
、

骨
髄
ド
ナ
ー
に
対
す
る
助
成
制
度
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
ド
ナ
ー
登
録
を
増

や
す
た
め
の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
市
町
で
導
入
の
動
き

が
あ
り
、
県
で
も
市
町
村
が
骨
髄
提
供

者
に
補
助
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
設
け
て
い
き
た
い
。
普
及
啓

発
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
て
効
果
的
な

活
動
を
展
開
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
要

援
護
者
の
避
難

対
策
、
定
時
制

高
校
の
役
割
な

ど
も
質
問
）

議
員　

人
格
形
成
上
、
児
童
生
徒
が
文

化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
県
内
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
生

か
し
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
ど

の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

県
立
美
術
館
や
博
物
館
の
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け

る
取
り
組
み
を
充
実
し
、
児
童
生
徒
が

優
れ
た
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る

機
会
を
数
多
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

心
の
教
育
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
読

書
量
の
確
保

に
向
け
た
取

り
組
み
、
県

道
取
手
つ
く

ば
線
の
酒
詰

交
差
点
改
良

な
ど
も
質
問
）

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

一括方式

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

鈴木　定幸 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 

一括方式

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

一括方式

　

地
球
規
模
の
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
県
民
生
活
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
台
風
や
竜
巻
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

大
雪
な
ど
の
異
常
気
象
が
多
発
す
る
な
ど
、
県
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
竜
巻
、
昨
年
九
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
、
人
的
・
物
的
両
面

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
災
害
対
策
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
や
大
規
模
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
集

積
な
ど
、
企
業
立
地
や
企
業
活
動
が
進
展
を
見
せ
る
中
、
そ
の
よ

う
な
場
所
で
火
災
な
ど
の
事
故
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
の
被
害
は
従
前
に
も
増
し
て
甚
大
な
も
の
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
規
模
災
害
発
生
の
蓋
然
性
が
高
ま
る
状
況
下
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の

対
策
の
強
化
は
、
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
議
会
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
大
規

模
災
害
対
策
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
大

規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議

で
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

大
規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

世
界
湖
沼
会
議
の
意
義
と
取
り
組
み

鬼
怒
川
決
壊
に
み
る
土
木
行
政
の

今
後

県
産
木
材
の
認
証
制
度

地
方
創
生
に
お
け
る
総
合
戦
略
な
ど

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

就
学
前
教
育
の
充
実

骨
髄
移
植
の
推
進

河
川
の
防
災
対
策
の
強
化
と

宮
戸
川
の
整
備

委
員
長　
　

細
谷　
　

典
幸

副
委
員
長　
　

神
達　
　

岳
志

委　
　

員　
　

葉
梨　
　
　

衛

　

 

〃　
　
　

  

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　
　
　

  

飯
塚　
　

秋
男

　

 

〃　
　
　

  

常
井　
　

洋
治

　

 

〃　
　
　

  

本
澤　
　
　

徹

　

 

〃　
　
　

  

先
﨑　
　
　

光

    

委　
　

員　
　

島
田　
　

幸
三

　

 

〃　
　
　

  

鈴
木　
　
　

将

　

 

〃　
　
　

  

磯
崎　
　

達
也

　

 

〃　
　
　

  

飯
田　
　

智
男

　

 

〃　
　
　

  

佐
藤　
　

光
雄

　

 

〃　
　
　

  

井
手　
　

義
弘

　

 

〃　
　
　

  

山
中　

た
い
子

　平成27年第4回定例会の録画映像からご覧にな
れます。
　YouTubeの県議会チャンネルには、県議会ホー
ムページから入ることができます。
　なお、県議会ホームページでも、本会議および
予算特別委員会の生中継、録画映像の配信を行っ
ています。
http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

YouTube による本会議および予
算特別委員会の録画映像の配信を
はじめました。

ことば ※【小1プロブレム】…小学校に入学したばかりの1年生が、集団行動がとれない、授業中に座っていられないなど、学校生活になじめない状態が続くこと。

文化芸術活動の拠点施設で
ある県近代美術館

鬼怒川堤防の本復旧状況
第15回世界湖沼会議の様子
（イタリア　ペルージャ）

宮戸川（古河市）における応急復旧工事の状況


